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1 はじめに
SPARQL は，自由にアクセスできるリンクされた

データである LOD（Linked Open Data）への問い合

わせに用いられる．SPARQLは SQLのような問い合

わせ言語であり，グラフパターンや推論などの LOD

特有の処理が可能であるが，このような専門知識や経

験を有しない非専門家エンドユーザにとってはデータ

ベースへのアクセスが難しいタスクとなる [3]．

本稿では，LODの作成経験や SQLクエリを使った

問い合わせの経験があるが，SPARQL クエリの構成

経験がないユーザをターゲットとする．クエリの実行

結果，途中経過がリアルタイムに反映されるというサ

ポート機能を持つ視覚的な SPARQLクエリ編集機構

を提案する．本研究の目標は，クエリ作成フローのビ

ジュアライズ化，結果の可視化，リアルタイムフィー

ドバックを活用して，非専門家エンドユーザに対する

サポートを提供することである．

2 提案手法
図 1 に，提案手法でのビジュアルクエリの一例を

示す．この例では，DBPediaと DBLPという二つの

データエンドポイントからデータを取得し，取得する

列を SELECTブロックで限定し，融合する．提案手

法ではこのような複数のエンドポイントを使ったクエ

リは，SPARQL 1.1 Federated Query1に変換される．

TABLEブロックが最後に接続されているため，最終

結果が表として可視化される．

SPARQLクエリの構文がブロックという単位に分割
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され，ユーザがこのブロックを組み合わせ，入出力をつ

なげることで視覚的にクエリが得られる．これを，本

稿ではビジュアルクエリと呼ぶ．提案手法を用いるこ

とで，作成したビジュアルクエリは自動的に SPARQL

クエリに変換され，実行される．ビジュアルクエリの

構成に使用できるブロックには，エンドポイントブロッ

ク，制約などを行うブロック (SELECTなど)，出力形

式 (表，散布図など)がある．類似する手法であるHaag

らの手法 [2]では，ユーザインタフェース（UI）がグ

ラフパターンに着目して設計されているが，本研究で

は，SQLを連想させるような構成要素に着目するため，

ビジュアルクエリの要素は構文を表現するブロックに

している．

図 1: 提案手法でのビジュアルクエリの一例

提案手法でのクエリ作成フローについて説明する．

右にあるツールボックスをクリックするとブロックが

左にあるワークスペースに追加される．ブロックを追

加，設定し，接続することでクエリを作成することが

可能になっている．各ブロックの左上に実行状態が表

示され，右下の歯車アイコンをクリックするとブロッ

クの詳細設定や実行結果が表示される．各ブロックに

ついて，そのブロックまでの実行結果や実行状態 (実

行中，実行成功，実行失敗) がリアルタイムで更新さ

れる．ブロックの実行状態と実行結果を活用して，想

定通りの処理が行われているか，どのブロックがクエ
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図 2: 提案手法の構成

リの失敗原因となっているかが確認できる．このよう

に，ユーザに対してリアルタイムフィードバックを行

うことで，クエリ作成におけるサポートを提供する．

提案手法の構成図を図 2に示す．ユーザによってUI

上で作成されたビジュアルクエリが，バックグラウン

ドで動的に SPARQLクエリに変換され，実行される．

ブロックの配置，接続，詳細設定に変更が生じれば，ク

エリ生成ロジック（Query Generator）に対してビジュ

アルクエリが送信される．生成された各クエリがクエ

リ実行ロジック（Query Executor）に送信される．ク

エリ実行後，実行状態及び実行結果がUIに返され，UI

で反映される．可視化のクエリに関しては，可視化ロ

ジック（Visualizer Engine）に送信され，可視化の結

果が UIに反映される．

3 関連研究
QueryVOWL [2] では，GUI でグラフパターンや

FILTERによる制限などができ，クエリの実行結果が

リアルタイムで反映される．QueryVOWLでは，グラ

フの部分一致を動的に探索できる．QueryVOWL のよ

うなシステムを利用するためには，視覚的なインター

フェースの裏側にある構文やセマンティクスを理解す

る必要があるため，エンドユーザーに向いていないと

されている [3]．

SparqlFilterFlow [1]は，SPARQL問い合わせをデー

タフローとして表現している．SparqlFilterFlowは，ビ

ジュアルパイプを用いて RDFデータを処理するとい

うアプローチに関連する [1]．SparqlFilterFlowはオン

トロジーとグラフパターンをメインに扱うことが特長

であり，提案手法は結果の可視化や途中結果のリアル

タイム反映が特長である．

4 まとめ
LODの問い合わせ言語である SPARQL言語を使っ

た処理は，エンドユーザにとっては困難なタスクであ

る [3]．本稿では，SPARQLクエリの作成過程，実行結

果を可視化する機構を提案した．SPARQL 1.1 の拡張

規格で導入された Federated Queryは，複雑な構文で

は理解とデバッグが困難な場合があるが，クエリ作成

の柔軟性を増す．本稿の提案手法では，複数エンドポ

イントを使ったビジュアルクエリは，Federated Query

に変換され，クエリの句，データエンドポイント及び

可視化形式をブロックとして表現している．ユーザー

はこれらのブロックを使用してビジュアルクエリを作

成し，ビジュアルクエリが自動的に SPARQLクエリ

に変換されて実行される．
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